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安
倍
政
権
が
26
日
召
集
の
通
常
国
会

に
提
出
す
る
法
案
が
80
本
超
と
な
る
。

最
大
の
焦
点
と
な
る
集
団
的
自
衛
権
行

使
を
可
能
に
す
る
安
全
保
障
関
連
法
案

は
十
数
本
に
上
る
見
通
し
だ
。
安
全
保

障
制
度
の
見
直
し
が
進
め
ば
、
活
動
は

「
非
軍
事
」分
野
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
。

　

法
案
提
出
は
統
一
自
治
体
選
挙
終
了

後
。
自
衛
隊
を
海
外
に
派
遣
し
、
他
国

軍
へ
の
後
方
支
援
を
い
つ
で
も
可
能
に

す
る
恒
久
法
だ
。
成
立
さ
せ
て
は
な
ら

な
い
。
そ
の
た
め
に
は
統
一
自
治
体
選

挙
で
反
対
勢
力
を
拡
大
し
、
推
せ
ん
候

補
者
勝
利
に
む
け
全
力
で
取
り
組
も
う
。

１日㈰　道本部女性部政治集会（札幌市）
５日㈭　�第１回男女がともに担う自治労北海道推

進委員会（札幌市）
６日㈮　第120回中央委員会（札幌市）
９日㈪　第11回執行委員会（札幌市）
11日㈬　紀元節復活反対２・11道民集会（札幌市）
13日㈮　�あいはら連合後援会総会・国政報告会

（札幌市）
18日㈬　第26回労文協ﾘﾚｰ講座⑤（札幌市）
20日㈮　全国町村職総決起集会（東京都）

２月

道本部ホームページ

組合員専用ページは
ユーザー名：minnade
パスワード：danketsu2013

自治労北海道

JICHIRO スケジュール

本号の紙面

２

４

３ 特集・自治労道本部2015国民春闘アンケート結果

2015年度道政への『要求と提言』で意見交換

第１回「憲法と平和」学習会、職場だより「檜山地本」

ささきさんの国会だより、シリーズ「社会保障

制度改革の行方」⑧、忙中余話

地公三者全道昼休み総結集会のようす＝１月27日

副知事交渉では、組合員の切実な実態が出された

地公三者も、春闘前段の１月闘争で「給与制度の総合的見直し」反対を求め交渉した

要求書を提出し交渉しよう 国
民
春
闘
ス
タ
ー
ト

施
策
の
規
制
緩
和
に
反
対

し
、
４
月
の
統
一
自
治
体
選

　

具
体
的
な
重
点
課
題
と
要

求
は
、
引
き
続
き
組
合
員
総

体
の
要
求
を
重
視
し
、
昨
年

よ
り
５
０
０
円
引
き
上
げ

て
、
１
１
，
５
０
０
円
と
す

る
。
ま
た
、
臨
時
・
非
常
勤

等
職
員
に
対
し
て
は
、
定
数

内
職
員
と
の
均
等
待
遇
の
実

現
を
求
め
る
。
さ
ら
に
、
給

与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
に

対
し
て
は
、
春
闘
期
前
段
の

た
た
か
い
と
し
て
、
１
月
19

日
か
ら
２
月
10
日
の
集
中
交

渉
ゾ
ー
ン
を
設
け
て
、
仮
に

導
入
す
る
場
合
は
、
初
任
給

や
昇
格
基
準
・
到
達
級
の
改

善
、
再
任
用
職
員
の
処
遇
改

善
な
ど
生
涯
賃
金
ベ
ー
ス
で

昇
込
み
４
％
以
上
）
を
ゆ
ず

れ
な
い
要
求
額
と
し
て
、
大

幅
賃
上
げ
を
勝
ち
取
る
、
②

給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し

に
対
し
て
は
、
生
涯
賃
金
ベ

ー
ス
で
の
確
保
を
め
ざ
す
、

③
臨
時
・
非
常
勤
等
職
員
や

公
共
民
間
の
仲
間
の
処
遇
改

善
・
均
等
待
遇
実
現
に
全
力

を
あ
げ
る
、
④
労
働
者
派
遣

法
改
悪
な
ど
の
労
働
者
保
護

給
与
が
地
域
の
中
小
企
業
で

働
く
労
働
者
賃
金
に
影
響
を

及
ぼ
す
」
こ
と
か
ら
公
務
員

給
与
を
め
ぐ
る
取
り
組
み
を

強
化
す
る
。

　

道
本
部
は
、
連
合
や
自
治

労
本
部
方
針
を
踏
ま
え
、
①

「
官
製
春
闘
か
ら
の
脱
却
」

を
め
ざ
し
、
２
％
以
上
（
定

　

連
合
春
季
生
活
闘
争
は

「
底
上
げ
・
底
支
え
」「
格
差

是
正
」
の
実
現
、「
デ
フ
レ
か

ら
の
脱
却
」
と
「
経
済
の
好

循
環
実
現
」
を
め
ざ
し
、
２

％
以
上
の
賃
上
げ
、
非
正
規

職
員
の
時
給
１
，
０
０
０
円

を
め
ざ
す
。

　

自
治
労
は
「
地
方
公
務
員

　

道
本
部
は
２
月
６
日
の
第
１
２
０
回
中
央
委
員
会
で
、
２
０
１
５
国
民
春
闘
方
針
を

決
定
す
る
。
春
闘
は
年
間
の
賃
金
闘
争
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
り
、
組
合
員
の
生
活
改
善
や

労
働
諸
条
件
の
確
保
に
む
け
た
取
り
組
み
の
重
要
な
た
た
か
い
と
な
る
。
３
月
20
日
の

自
治
体
闘
争
の
山
場
に
む
け
て
、
臨
時
・
非
常
勤
等
職
員
や
公
共
民
間
を
含
む
す
べ
て

の
公
共
サ
ー
ビ
ス
労
働
者
が
立
ち
上
が
り
、
連
合
春
季
生
活
闘
争
に
結
集
し
て
、
た
た

か
い
を
進
め
よ
う
。

挙
闘
争
と
連
動
さ
せ
て
各
地

域
か
ら
運
動
を
つ
く
る
。

の
確
保
を
求
め
る
。
こ
う
し

た
重
点
要
求
の
実
現
を
め
ざ

し
て
全
単
組
に
お
い
て
交
渉

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。

　

ス
ト
ラ
イ
キ
批
准
投
票

は
、
闘
争
指
令
権
を
中
央
闘

争
委
員
会
へ
委
譲
す
る
こ
と

に
つ
い
て
全
組
合
員
の
承
認

を
求
め
る
も
の
だ
が
、
全
国

の
批
准
率
を
上
回
る
よ
う
に

圧
倒
的
な
成
功
を
め
ざ
す
。

場
集
会
の
開
催
を
基
本
に
し

て
、
全
国
的
な
統
一
行
動
に

結
集
し
よ
う
。

し
、
交
渉
を
実
施
し
よ
う
。

そ
し
て
労
使
間
の
合
意
事
項

は
書
面
で
確
認
し
よ
う
。

　

全
国
統
一
行
動
日
は
、
２

月
19
日
、
３
月
12
日
、
３
月

25
日
に
３
波
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
時
間
外
職

　

今
年
の
春
闘
期
に
は
労
使

関
係
ル
ー
ル
に
関
す
る
基
本

要
求
書
の
提
出
や
協
定
書
締

結
、
賃
金
労
働
条
件
に
係
る

要
求
書
の
提
出
・
回
答
・
交

渉
の
実
施
を
提
起
し
て
い
る
。

　

全
単
組
が
要
求
書
を
提
出

2015

地
公
給
与
が
地
域
に
影
響

組
合
員
総
体
の
要
求
を
重
視

統
一
行
動
に
結
集
し
よ
う

見
直
し
」
も
「
勧
告
を
尊
重

す
る
」
と
し
て
不
満
な
回
答

を
示
し
た
。

　

一
方
で
、
国
を
上
回
る
号

俸
増
設
の
実
施
や
、
単
身
赴

任
手
当
の
改
善
、
休
暇
制
度

拡
充
な
ど
の
前
進
回
答
が
示

さ
れ
、
単
産
ご
と
の
独
自
要

求
課
題
の
前
進
回
答
な
ど
を

踏
ま
え
、総
合
的
に
判
断
し
、

戦
術
を
時
間
外
職
場
集
会
へ

変
更
し
た
。
道
本
部
は
引
き

続
き
、
地
公
三
者
に
結
集
し

取
り
組
み
を
強
め
て
い
く
。

は
、
１
月
28
日
に
１
月
闘
争

の
ヤ
マ
場
を
む
か
え
、
早
朝

　

地
公
三
者
共
闘
（
全
道
庁

労
連
・
北
教
組
・
道
本
部
）

に
最
終
交
渉
を
実

施
し
た
。

　

最
終
回
答
に
お

い
て
、
道
当
局
は

切
実
な
要
求
だ
っ

た
「
独
自
削
減
の

停
止
・
圧
縮
」
に

対
し
、
来
年
度
に

話
し
合
う
姿
勢
を

示
し
た
に
と
ど
ま

り
、
同
時
に
「
給

与
制
度
の
総
合
的

地公三者

道
当
局
は
不
満
な
回
答
に
終
始

諸
手
当
、
休
暇
制
度
の
拡
充
で
前
進
回
答

ゴルフシーズンは「安心の確保」からはじまります！

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒060-0806　札幌市北区
北６西７北海道自治労会館
電　話　011-747-3211
ＦＡＸ　011-700-2053
編集・発行　渡部　裕幸

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用出来ない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。その際は著作権者、または、出版社まで御連絡ください。
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　道本部の2015国民春闘アンケートの調査結果がまとまった。すでに１

月９～ 10日に開いた道本部春闘討論集会で報告、各単組にも送付済みだ

が、本号は特集で紹介する。なお、詳しい報告書は、道本部ホームペー

ジ→単組・組合員専用ページ→「総合研究室」に掲載している。

　アンケートの回収状況は、238単組・総支部（除く直属支部）中192単

組・総支部（昨年は243単組・総支部中193単組・総支部）。組合員数で

は、51,814人中32,322人（62.4％、昨年より0.6％アップ）。春闘や組合

運動についての記述式の意見は1,064人から寄せられた。

　ほかに設問でも選択肢に「その他」の記述欄を２つ設けたが、その欄

への回答・意見も248件にのぼった。

　各種の厳しい意見や本音、建設的な提案などがよせられており、今後

の運動に具体的に役立てていく。

特
集

自治労道本部
2015国民春闘
アンケート結果

「生活苦しい」増加、重点課題は「賃上げ」
―賃金引上げ、底上げを本気で実践しよう！―

①生活の変化・家計の状況

「苦しくなった」７年振りに増加
「生活の変化」では、

2007 ～ 2009年の３カ

年、「生活が苦しくなっ

た」（①非常に苦しくなった＋苦しく

なった）が過去最高の７割台に達し

た。2010年から６割台、５割台と減

少して前回2014アンケートでは54.8

％まで下がったが、今回は56％と、

７年ぶりに増加に転じた。

　アンケート時点（2014年11月）で

16カ月連続の実質賃金減という勤労

者の状況が道本部組合員の中でも反

映されたかたちになった。

2010年に調査開始以来の最低額にな

ったが、翌年から５年連続で要求額

がアップしてきている。この間『も

１Ｑ

前問で、「非常に苦しく

なった」「苦しくなっ

た」「変わらない」と答

えた人に、その「生活の変化、節約

や我慢の内容」について上げてもら

ったが、以下のとおりとなった。

　多い順に、「食生活」「光熱水費」「趣

味・レジャー・スポーツ」「衣服」「こ

づかい・交際費」と続いている。

　この設問は過去に何回か断続的に

聞いているが、これらの上位項目は

以前も高かったものではあるが、特

に「食費」「衣服」などは数値もさら

に高くなっている。

２Ｑ

「家計の状況」で、「毎

月」と「時々」をあわ

せた赤字家計の比率が

最も高かったのは、2009年で59％を

占めた。それから徐々に減ってきて、

今回は49.1％と前回に続き５割を切

ったが、「まだ余裕がある」が減少

し、「赤字ではないがギリギリ」が増

加した。『以前ほど赤字ではないが、

慣れたなかでもやりくりが厳しくな

っている家計の実態』といえるので

はないか。

３Ｑ

「年休の取得日数」は、

減少傾向に歯止めがか

からず、「９日以下」が

6年連続で過半数、今回は過去最高の

56.8％になった。グラフは1997年か

らの「年休取得日数の推移」である。

　「９日以下」という年休のとれない

層は、年代別では20歳代（77.1％）、

職種では医療系看護職（74.1 ％）医

療系技術職（68.4％）が特に多い。

５Ｑ

②春闘要求額

中央値は11,300円！５年連続アップ

③職場・労働実態（年休・超勤・未払い超勤）

「年休取得」減少傾向止まらず

「要求額」の中央値は、

昨年より294円上がっ

て11,300円となった。

う少し何とかしてくれ』という組合

員の気持ちがジワジワと要求額を押

し上げてきたが、今回は物価上昇と

消費増税のなかで、より明確に賃上

げを求める意志が示されたといえる。

４Ｑ

　次のＱ10での重点課題でも非正規

職員の課題は年々高くなっており、

組合員の中での認識は着実に深まっ

ているといえる。自治労道本部の組

合員のこの意識の強まりは、労働組

合としての健全性を確認できるもの

として評価できる。同時に、圧倒的

多数を占めていた正規の職員が少数

の臨時・非常勤等職員の課題にアプ

ローチするという以前の構造と違っ

て、臨時・非常勤・嘱託等職員が多

数を占める職場も増え、非正規の問

題はすでに職場の現実的な中心課題

になっている実態の反映でもあるだ

ろう。さらなる取り組みの強化が求

められる。

「非正規職員の待遇改

善」の設問は前回に引

き続きだが、類似は断

続的にいくつか取り組んできた。

　2005および2009国民春闘アンケー

トでは、①正規職員化、②正規職員

化は無理だが均等待遇を、③現行の

ままでいい、④わからない、の４択

だった。2011年の意識調査では、自

治労内部でも議論になりはじめた

『賃金シェア』論議を踏まえて、「賃

金原資を非正規職員に厚く配分」を

選択肢に加えた。そして前回2014ア

ンケートでは、『「正規職員化」といっ

ても業務による違いで一概に言えず

答えにくいのでは』という指摘を受

け、①に「（恒常的な業務なら）」と

説明を加えた。こうした変化はある

が、この５回の結果を比較してみた。

　『処遇改善をはかるべき』は合計で

79.7%、ほぼ８割でこの５回で最も高

くなった。10年前の2005アンケート

と比べて、「①正規職員化」が36.8％

で２倍以上に、「④現行のままでい

い」は7.1％で３分の１以下になっ

た。

８Ｑ

⑥春闘の重点課題

「賃上げ」さらに増。「非正規待遇改善」が上位

④非正規職員の待遇改善

非正規問題は職場の中心課題

⑤人事評価制度の導入について

リアルな不安や戸惑いが増加

　「公正・公正に評価されない（さ

れていない）と思う」が62.5%から

42%と20ポイント減り、10年前に6割

超を占めていた抵抗感は少し薄らい

だ。しかし、「評価されると思う」の

増加は4.3%から14.2%へと10ポイン

トに留まり、評価制度自体への組合

員の信頼は高まっているとは言いが

たい。むしろ残りの10ポイントは

「わからない」の増加となり４割を

超えた。制度の導入や運用が現実に

近づいている中で、逆に組合員はリ

アルな不安や戸惑いが増えている、

という状況と言えるかも知れない。

　（２）では、そもそも評価制度とそ

の活用について、勤務実績の評価制

度そのものが必要か不要か、そして

評価自体は必要とした上でも、給与

への反映は是か非かを聞いた。回答

選択肢は、①「必要で給与にもしっ

かり反映すべき」、②「必要だが給与

に反映はあまりすべきでない」、③

「公務職場になじまずそもそも不

要」、④「わからない」、である。同

設問の2009年の第13回意識調査との

比較をグラフにした。

　評価制度自体については、必要

（①＋②）：不要（③）：わからな

い・NA（④＋⑤）の比率が、５：３：

２という分布であり、これは2009意

識調査とほぼ変わらない。変わった

のは、「必要」の中で給与への反映の

是非が、2009では約半々だったが、

今回は「①しっかり反映すべき」が

７ポイント増えて32.4%、「②あまり

すべきではない」が同ポイント減っ

て17.7%になった点。

　今回のアンケートだけではあまり

断定的なことは言えないが、少なく

とも、10年前は『公務部門で人事評

価ましてや実績なんてどうやってで

きるの!?』『むしろ弊害の方が大きい

のでは』という受け止めが過半数だ

ったが、今は、評価そのものへの抵

抗感はやや薄らぎ、制度を入れるな

ら給与への反映を求める意見も増え

てきている。だが、制度そのものへ

の疑問は強く、むしろ導入が現実的

になっている中で、不安や戸惑いが

大きくなっているし、職種や立場、

置かれた状況によって、評価制度そ

のものへの考え方はかなりの違いが

ある。現実に制度を導入していく過

程で、また一部導入や試行の自治体

はその検証も合わせて、それぞれの

職場で、組合員の共通認識づくりを

急ぎ、単組での具体的な当局との交

渉と合わせて、ていねいな学習や話

し合いが求められている。

地公法改正で2016年度

からの導入が義務づけ

られた、「人事評価制

度」について、過去との比較を含め

て率直な意見を聞いた。

　（１）では、公平・構成に評価され

る（導入されているところでは「さ

れている」）と思うか、を聞いた。

　同様の設問をした2005年の第11回

組合員意識調査と比較すると右上

（Ｑ９－１）のグラフになる。

９Ｑ

「春闘の重点課題」は、

前回2014との比較で

は、ほとんど全項目を

つうじて大きな変化は見られない。

そのなかでも最大の特徴は、トップ

の「賃上げ」がさらに数値を伸ばし

たことである。Ｑ４の要求額が５年

連続でアップしたことと合わせて、

組合員が春闘の大元そのものの取り

組み強化を求めていることが鮮明に

なっている。また、「賃上げ」「時短・

人員確保」「社会保障」の上位３項目

はここ数年変わらないが、「非正規職

員の待遇改善」が「独自削減」を上

回って４番目に高くなった。これは

Ｑ８の結果で見られるように組合員

総体での問題意識が広がっているこ

とを示している。

10Ｑ

「超勤」のうちの「未

払い超勤（サービス残

業）」の実態は、　「未払
７Ｑ

かになっている。

　職種別にみると、「技能・労務職」

が「未払いなし」が全体平均よりは

っきり高い（66.6％）。一方、「研究

職」は「150時間以上」「保健系技術

職」「医療系看護職」は不払い労働が

多い。これらの職場・職種ごとの傾

向もずっと続いており、改善にむけ

た具体的な取り組みが問われている。

い超勤（サービス残業）あり」が全

体で57％で、６割弱の組合員が不払

い労働をしている。「まったくない」

は約36％でこの間少しずつ減ってき

ているが、逆に長時間の不払い労働

がなかなか減っていないことも明ら

「年間の超勤」は、2010

まで緩やかに続いてき

た減少傾向が、2011で

ストップ・反転し、以降４年間連続

で増加傾向が顕著になっていたなか

で、今回は「まったくしない」が微

増、「180時間以上」の超時間帯も増加

から横ばいとなった。今回のこの微

妙な変化が、この間の超勤慢性化傾

向にストップがかかりだしたのかは

まだ判断できないが、引き続き職場

段階での取り組みが求められる。

　年齢別に見てみると、若い年代ほ

ど超勤が多い。超勤の少ない「０～

59時間」が、50歳代では６割を超え

ているのに対し、40歳代より若い世

代は軒並み４割台あり、特に「30歳

代」は最も超勤が多い年代である。

６Ｑ

詳しくは道本部ホームページ単組・組合員専用ページで 自治労北海道

Ｑ３-２　家計収支－2003年から比較

Ｑ４－２　賃上げ要求額－６カ年

Ｑ５－２　年休取得の推移

Ｑ１　生活の変化について

Ｑ７－２　職種別に見た未払い超勤

Ｑ８　非正規職員の処遇改善について

Ｑ６　年間超勤時間

Ｑ９－１　人事評価導入で、公正・公平に評価される（されている）か

検索

【順位】
①　食生活（嗜好品を含む）を切り詰めている 33.5％
②　光熱水費を切り詰めている  32.0％
③　趣味や習い事、レジャー、スポーツの機会が減った 30.2％
④　新しい洋服など買い換えが少なくなった 25.3％
⑤　こづかいや交際費が少なくなった  22.7％
⑥　子供の養育費や教育費の負担が高まった 21.4％
⑦　家具や家電・耐久消費財の購入買い控え 20.4％
⑧　借金が増え、貯金が減った 14.2％
⑨　住宅購入や改築の見通しがつかない 11.4％
⑩　地代、家賃や住宅ローンの負担が高まった 6.5％
⑪　配偶者や家族がアルバイト・パートなどに出ている 6.4％
⑫　結婚や出産の計画が立てにくくなった 3.1％
⑬　仕事上で必要とされる書籍代などを切り詰める 2.1％

Ｑ９－２　そもそも人事評価と給与への反映について

【順位】 （前年2014）
①　賃上げ要求のたたかい  74.1% 　(69.9)①
②　労働時間短縮・人員確保の取り組み  53.5% (53.3)②
③　年金・医療・介護など社会保障制度の取り組み 41.4% (40.4)③
④　非正規職員(臨時・非常勤・嘱託など)の待遇改善の取り組み 36.7% (37.4)⑤
⑤　独自削減(賃金合理化)に対する取り組み 36.3% (38.7)④
⑥　育児・介護など両立支援の取り組み  33.9% (31.2)⑦
⑦　メンタルヘルス対策など労働安全衛生の取り組み 33.0% (33.1)⑥
⑧　最低賃金制度の改善 27.8% 　(27.5)⑧
⑨　地域医療など地域公共サービスを守る取り組み 19.7%  (18.1)⑨
⑩　労働基本権回復を含めた公務員制度確立の取り組み 16.5%  (17.8)⑩
⑪　地方分権・地方財政確立のための取り組み 15.3% (15.6)⑪
⑫　現業部門の合理化など民営化に反対する取り組み 13.9% (14.4)⑫
⑬　職場の男女平等の取り組み 13.1% 　(11.1)⑬
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私
は
昨
年
12

月
道
本
部
に
入

る
前
、
航
空
運

輸
業
の
子
会
社

で
働
い
て
い
ま

し
た
。
職
場
に

は
、
労
働
組
合

が
な
く
有
給
休

暇
の
取
得
は
、「
あ
み
だ
く

じ
」
で
決
め
ら
れ
る
よ
う
な

有
様
。
休
暇
を
取
得
で
き
な

い
の
は
、
単
に
「
不
運
」
で

済
ま
さ
れ
る
状
況
で
し
た
。

　

現
場
で
は
低
賃
金
・
人
手

不
足
が
慢
性
化
し
、
ま
た
、

成
果
主
義
に
よ
る
競
争
で
労

働
の
強
度
は
高
め
ら
れ
、
目

の
前
の
仕
事
を
こ
な
す
こ
と

が
精
一
杯
で
ク
タ
ク
タ
の
毎

日
で
し
た
。
当
然
、
政
治
に

期
待
す
る
意
識
な
ど
は
な

く
、「
労
働
者
と
し
て
た
た
か

う
精
神
」
も
崩
壊
し
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
が
か
つ
て
の
私

の
職
場
実
態
で
す
。

　

現
在
、
多
く
の
人
が
非
正

規
労
働
者
と
し
て
、低
賃
金
、

厳
し
い
労
働
環
境
に
い
る
と

思
い
ま
す
。
ま
し
て
、
労
働

組
合
も
な
い
な
か
で
必
死
に

働
い
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
自
ら
の
経
験
を
自

治
労
運
動
に
活
か
し
、「
い
か

に
労
働
者
に
力
と
希
望
を
与

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
」

を
意
識
し
な
が
ら
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

全
道
の
組
合
員
の
み
な
さ

ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
前
田
華
奈
）

忙中余話

職
場
だ
よ
り

仲間と運動する重要性を学習した＝11月１日、上ノ国町

【
檜
山
地
方
本
部
発
】
11
月

１
日
、
上
ノ
国
町
で
、
Ｊ
Ｈ

Ｃ
（
自
治
労
檜
山
Ｃ
Ｕ
Ｐ
）

を
開
き
約
40
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

Ｊ
Ｈ
Ｃ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
交

流
を
メ
イ
ン
に
こ
の
間
、
開

催
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回

は
、「
平
和
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
学
習
会
を
あ
わ
せ
て
行
い

ま
し
た
。

　

学
習
会
で
は
、
斉
藤
信
青

年
部
長
か
ら
、「
平
和
」
を
考

え
る
と
題
し
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
、「
『
平
和
』
で
な
け
れ
ば
安

心
し
て
働
け
な
い
」「
戦
争
の

で
き
る
国
に
な
っ
て
い
く
の

は
不
安
」
と
い
っ
た
声
が
出

さ
れ
、
改
め
て
平
和
運
動
を

取
り
組
む
意
義
を
確
認
で
き

ま
し
た
。

　

講
演
の
最
後
に
、
斉
藤
部

長
は
、「
一
人
の
１
０
０
歩
よ

り
１
０
０
人
の
一
歩
が
大

切
。
言
わ
れ
た
こ
と
を
鵜
呑

み
に
す
る
の
で
は
な
く
、
考

え
る
こ
と
が
大
事
。
青
年

（
女
性
）
部
運
動
で
得
ら
れ

る
一
番
の
財
産
は
『
仲
間
』

だ
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

今
回
の
Ｊ
Ｈ
Ｃ
を
つ
う
じ

て
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
に

で
き
る
こ
と
を
考
え
、
仲
間

と
協
力
し
て
運
動
を
実
践
す

る
こ
と
の
重
要
性
を
確
認
で

き
ま
し
た
。

（
檜
山
地
方
本
部
青
年
婦
人

部
長
・
熊
谷
友
良
）

「
平
和
」テ
ー
マ
に
学
習

各専門部や評議会から
36人が参加し、道と意
見交換を行った＝１月
14日、札幌市

全道から90人が参加し学習を深めた＝１月16日、札幌市

2015年度

道
政
へ
の『
要
求
と
提
言
』で
意
見
交
換

介
護
報
酬
改
定
で
サ
ー
ビ
ス
低
下
も

シリーズ「社会保障制度改革の行方」

ゆとりある職場環境が
安全・質の高い医療

⑧

　

「
安
全
で
質
の
高
い
医
療

を
提
供
す
る
」
理
念
は
、
多

く
の
医
療
機
関
で
共
通
す
る

も
の
で
す
。
そ
の
実
現
に
む

け
、
病
院
は
ど
の
よ
う
な
方

針
や
取
り
組
み
を
「
職
員
」

に
示
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？

　

２
０
１
４
年
６
月
に
医
療

法
が
改
正
さ
れ
、「『
医
療
ス

タ
ッ
フ
の
安
全
と
健
康
は
、

患
者
の
安
全
と
健
康
を
守

る
』
と
い
う
共
通
認
識
の
も

と
、
医
療
機
関
や
国
、
自
治

体
が
一
体
と
な
っ
て
解
決
す

る
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
医

療
ス
タ
ッ
フ
の
労
働
条
件
や

環
境
を
整
え
な
け
れ
ば
、「
安

全
で
質
の
高
い
医
療
を
提
供

す
る
」こ
と
は
で
き
な
い
と
、

法
で
規
定
さ
れ
た
の
で
す
。

　

病
院
に
求
め
ら
れ
て
い
る

の
は
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
に
奉

仕
の
精
神
や
残
業
の
強
制
、

休
暇
取
得
で
き
な
い
人
員
体

制
を
続
け
る
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ゆ
と
り
が
あ
り
、

残
業
が
な
く
、
休
息
で
き
る

職
場
環
境
を
整
え
る
こ
と
を

職
員
に
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

自
治
労
が
求
め
て
き
た
内

容
と
同
じ
で
す
。

　

み
な
さ
ん
、
自
信
を
持
っ

て
自
治
労
運
動
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
！

　

昨
年
末
の
衆
院
選
で
は
、
自
治
労
道
本

部
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
お
力
で
、
議

席
奪
還
・
国
政
復
帰
を
果
た
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

２
年
ぶ
り
の
初
登
院
で
は
、
身
が
引
き

締
ま
り
ま
し
た
。
早
速
１
月
13
日
の
農
政

委
員
会
で
は
40
分
も
の
持
ち
時
間
を
い
た

だ
き
、
酪
農
対
策
に
つ
い
て
質
問
を
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
１
月
18
日
に
は
岡
田

克
也
代
表
の
新
体
制
が
誕
生
し
ま
し
た
。

私
は
細
野
豪
志
政
調
会
長
の
も
と
で
政
調

副
会
長
に
就
く
こ
と
と
な
り
、
農
林
水
産

と
内
閣
を
担
当
し
ま
す
。
内
閣
と
い
う
の

は
分
野
が
広
く
地
域
に
大
き
く
関
わ
り
ま

す
。
地
方
創
生
に
よ
っ
て
、
「
生
活
者
・
現

場
・
ふ
る
さ
と
」
を
取
り
戻
す
た
め
に
た

た
か
っ
て
い
き
ま
す
。
全
道
の
自
治
労
組

合
員
の
み
な
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
と
も
に

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

�

（
１
月
20
日
、
旭
川
に
て
）

「
生
活
者
・
現
場
・
ふ
る
さ
と
」取
り
戻
す

①

ささきさん
ささき隆博

ささきさんの「国会だより」
　本号から昨年
の衆議院選挙
で、みごと国会
復帰を果たし
た、自治労政策
協力議員・ささ
き隆博さん（６
区）の『国会だ
より』を連載し
ます！
　ぜひご覧くだ
さい。

組
み
込
ん
だ
形
が
通
常
の
形

だ
と
考
え
て
い
る
。
引
き
続

き
、
国
に
対
し
て
働
き
か
け

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
報
酬
が
上
が
れ
ば

利
用
料
も
上
が
る
こ
と
か

ら
、
給
付
と
負
担
の
バ
ラ
ン

ス
も
考
え
つ
つ
、
報
酬
を
上

げ
る
に
し
て
も
、
利
用
者
の

負
担
に
つ
な
が
ら
な
い
し
く

み
を
、
国
に
対
し
て
意
見
反

映
す
」
と
、
回
答
し
た
。

　

連
合
北
海
道
は
１
月
16

日
、
札
幌
市
で
第
１
回
「
憲

法
と
平
和
」
学
習
会
を
開
き
、

90
人
が
参
加
し
た
。

　

荻
野
富
士
夫
・
小
樽
商
科

大
学
教
授
が
「
特
定
秘
密
保

護
法
と
治
安
維
持
法
・
軍
機

保
護
法
」
と
題
し
講
演
し
た
。

　

荻
野
教
授
は
、「
特
定
秘
密

保
護
法
は
戦
前
の
軍
機
保
護

法
と
国
防
保
安
法
に
つ
な
が

る
。
靖
国
問
題
や
従
軍
慰
安

婦
問
題
を
真
摯
に
考
え
、
そ

の
教
訓
を
学
ぶ
こ
と
が
、
法

案
の
凍
結
・
廃
止
に
つ
な
が

る
」
と
強
調
し
た
。

　

さ
ら
に
、「『
国
民
防
諜
』
体

制
構
築
の
た
め
今
後
、
戦
車

や
航
空
機
を
つ
く
る
工
場
が

あ
る
自
治
体
で
『
防
諜
委
員

会
』が
で
き
る
恐
れ
が
あ
る
。

安
倍
政
権
は
当
局
に
不
平
不

満
を
言
わ
な
い
国
民
を
つ
く

る
う
と
し
て
い
る
。
総
合
監

視
、
密
告
の
奨
励
が
で
き
る

恐
ろ
し
い
社
会
が
近
く
ま
で

来
て
い
る
」
と
警
鐘
を
鳴
ら

し
た
。

さ
れ
た
が
、
本
体
で
報
酬
が

下
げ
ら
れ
た
こ
と
で
、
総
体

の
賃
金
が
下
げ
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
恐
れ
が
あ

り
、
人
材
の
確
保
も
難
し
く

な
る
。
サ
ー
ビ
ス
低
下
も
懸

念
さ
れ
る
」
と
指
摘
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
道
は

（
北
海
道
保
健
福
祉
部
）「
適

切
な
賃
金
を
確
保
す
る
よ
う

な
報
酬
に
す
る
こ
と
を
ず
っ

と
要
望
し
て
き
て
い
る
。
加

算
と
い
う
よ
り
も
、
本
俸
に

事
前
に
行
い
、
当
日
の
交
渉

で
は
61
項
目
に
つ
い
て
意
見

交
換
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
難
波
道
本
部

副
委
員
長
が
「
少
子
高
齢
化

は
道
内
す
べ
て
の
自
治
体
で

共
通
す
る
課
題
。
政
府
は
志

の
高
い
自
治
体
を
応
援
す
る

と
し
て
い
る
が
、
や
る
気
の

な
い
自
治
体
は
存
在
し
な

い
。
北
海
道
は
市
町
村
と
協

力
し
て
取
り
組
み
を
進
め
る

べ
き
だ
」
と
要
請
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
専
門
部
と
道

の
担
当
が
入
れ
替
わ
り
な
が

ら
、
事
前
の
や
り
取
り
に
基

づ
き
意
見
交
換
を
進
め
た
。

　

特
徴
的
に
は
、
社
会
福
祉

に
関
す
る
交
渉
で
、
マ
イ
ナ

ス
改
定
と
な
っ
た
介
護
報
酬

に
つ
い
て
、
道
本
部
社
会
福

祉
評
議
会
か
ら
「
処
遇
改
善

の
部
分
は
1
万
2
千
円
確
保

『
要
求
と
提
言
』
は
、
各
専

門
部
や
評
議
会
か
ら
要
求
項

目
を
取
り
ま
と
め
、
大
項
目

12
・
小
項
目
97
か
ら
な
っ
て

い
る
《
図
表
参
照
》
。

　

本
年
度
は
「
地
域
公
共
交

通
の
確
立
等
に
関
す
る
要

求
」
の
項
目
を
新
設
し
た
。

　

２
０
１
４
年
10
月
28
日
に

提
出
し
て
以
降
、
道
か
ら
の

一
次
回
答
、
道
本
部
か
ら
の

一
次
回
答
に
対
す
る
指
摘
、

道
か
ら
の
二
次
回
答
ま
で
を

　

道
本
部
は
１
月
14
～
15
日
、
札
幌
市
・
北
海
道
庁
経

済
部
会
議
室
で
『
２
０
１
５
年
度
道
政
へ
の
要
求
と
提

言
』
で
、
道
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

意
見
交
換
に
は
、
道
本
部
の
各
専
門
部
や
評
議
会
か

ら
の
べ
36
人
、
北
海
道
お
よ
び
教
育
庁
の
各
担
当
者
33

人
が
参
加
し
た
。

近づく『恐ろしい社会』

●道政への要求と提言の大項目
大項目

１．憲法と平和・生命
２．脱原発社会を前提としたエネルギー政策
３．男女平等行政の拡充
４．福祉関係
５．衛生医療行政の拡充
６．現業職場及び環境保全・廃棄物行政
７．地域公共交通の確立等
８．消防行政と労働条件
９．北海道農業の確立
●教育庁への要求と提言の大項目
１．学校栄養士・栄養教諭関係
２．給食関係
３．教育環境の整備と充実

はじまり
ます！


